
　富山大学は、平成17年に旧富山大学、富山医科薬科大学、高岡短期大学が再編・統合し、18年目を
迎えた全国有数の総合国立大学です。現在、9学部（人文・教育（旧人間発達科学）・経済・理・工・医・薬・
芸術文化・都市デザイン）及び附属病院や和漢医薬学総合研究所など複数の教育・研究組織に、9,200
名余の学生と2,300名余の教職員が在籍し、多様な分野での教育・研究・社会貢献活動に活躍してい
ます。
SDGs、人生100年時代、カーボンニュートラル、グローバル化、人口減少などの社会変化が訪れる

中、世界の国々が今後直面する課題にいち早く対応していく必要があります。成熟社会を迎える中
で、課題を解決することができるのは「知識」とそれを組み合わせて生み出す「新しい知」であり、その
基盤となる「高等教育」が鍵となります。
　富山大学では2020年度から教育の３本柱を掲げました。①データサイエンス教育の全学必修化、
②アクティブラーニングの推進、③英語教育の充実です。
更に富山県の主要産業であるアルミニウム産業を活性化するために、熊本大学との連携による先進

軽金属材料国際研究機構の立ち上げを行い、2023年には、高岡キャンパスに共同研究棟を新設し、
アルミリサイクル研究を通じて県内産業の発展に寄与していく予定です。また、高度人材育成にも力
を入れ、電気自動車等で急速に需要の高まっているリサイクルアルミを利用することで、日本の軽金
属産業と科学技術の発展に貢献する人材を輩出します。
　加えて、富山県のもう一つの主要産業である医薬品産業に貢献するため、内閣府地方大学・地域産
業創生交付金事業「くすりのシリコンバレーTOYAMA」創造計画にて、新たな創薬への取組を行って
おり、ムーンショット型研究開発にて、未病研究などの健康に対する研究や人材育成を行っていま
す。社会貢献の取組をSDGsの枠組みを使い評価するTHEインパクトランキング2023では、富山大
学は国内で24位タイ、全世界で401-600位にランクインしており、高く評価されています。その
他、カーボンニュートラル、文化財保護、脳神経科学にも力を入れています。データサイエンスでは、
文部科学省から「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル及び応用基
礎レベル）」に認定されています。富山県及び富山市と連携して、小・中・高等学校の教員、児童・生徒、
保護者及び富山県内の社会人に対するデータサイエンス教育も行っています。
このように富山大学は、常に新しいことにチャレンジしており、「おもしろい大学」を目指してい

ます。
　本学が立地する富山県は、素晴らしい自然環境や農林水産資源、伝統ある歴史・文化、卓越した産業
活動力など、豊かさと幸せを強く感じることのできる場所です。富山大学はこれからも、富山県にお
ける地域活性化の中核的拠点としての役割を担いながら、時代の課題に応える先端的研究を推進し、
新しい業績や情報を社会に発信する役割を果たして参ります。学外関係者の皆様にも、引き続きご指
導ご支援頂けますようお願い致します。
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学長 齋藤　滋

　アルファベットの「T」と「U」をモチーフにしたデザインは、富山大学が大空・世界を飛翔するイメー
ジを表しています。大きな楕円は国際社会を、小さい楕円は地域を表し、一体となって発展することを
表現しているシンボルマークです。
マークの土台となる四角は伝統性を示しており、シンボルマークが三次元的でダイナミックに構成

されることにより、創造性の豊かさを表現しています。
メインカラーのパール感を持った知的な印象のブルーグレーは個性的な色で、富山の豊かな自然の

雪や水をもイメージできます。自然や人々の調和の中から生まれる独自の創造性を生かし、活躍する
学生を育てていく世界レベルの大学を表現しています。
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